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三
井
関
係
文
献
目
録　

二
〇
二
二

〈
社
史
な
ど
〉

日
本
医
史
学
会
編
『
医
学
史
事
典
』
丸
善
出
版
　
二
〇
二
二
年
七
月

〈
単
行
本
〉

若
林
幸
男
、
大
島
久
幸
、
山
藤
竜
太
郎
編
著
『
国
際
人
的
資
源
管
理
の

経
営
史
：
戦
前
期
日
本
商
社
の
豪
州
羊
毛
ビ
ジ
ネ
ス
』
日
本
経
済
評

論
社
　
二
〇
二
二
年
一
月

阿
部
武
司
『
日
本
綿
業
史
：
徳
川
期
か
ら
日
中
開
戦
ま
で
』
名
古
屋
大

学
出
版
会
　
二
〇
二
二
年
二
月

末
田
智
樹
『
日
本
百
貨
店
業
発
展
史
：
会
社
史
で
見
る
デ
パ
ー
ト
経

営
』
ゆ
ま
に
書
房
　
二
〇
二
二
年
二
月

巻
島
隆
『
上
州
の
飛
脚
：
輸
送
網
、
金
融
、
情
報
』
み
や
ま
文
庫
　
二

〇
二
二
年
二
月

岡
崎
哲
二
編
『
経
済
史
・
経
営
史
研
究
入
門
：
基
本
文
献
、
理
論
的
枠

組
み
と
史
料
調
査
・
デ
ー
タ
分
析
の
方
法
』
有
斐
閣
　
二
〇
二
二
年

三
月

加
藤
慶
一
郎
『
清
酒
業
の
社
会
経
済
史
：
一
九
／
二
〇
世
紀
の
眺
望
』

大
阪
商
業
大
学
比
較
地
域
研
究
所
研
究
叢
書
　
第
二
一
巻
　
御
茶
の

水
書
房
　
二
〇
二
二
年
三
月

佐
々
木
聡
編
著
『
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
経
営
史
』
新
世
社
　
二
〇
二
二
年
三

月
鈴
木
理
恵
編
『
家
と
子
ど
も
の
社
会
史
：
日
本
に
お
け
る
後
継
者
育
成

の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
　
二
〇
二
二
年
三
月

福
田
千
鶴
、
藤
實
久
美
子
編
著
『
近
世
日
記
の
世
界
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書

房
　
二
〇
二
二
年
三
月

横
井
勝
彦
『
国
際
武
器
移
転
の
社
会
経
済
史
』
日
本
経
済
評
論
社
　
二

〇
二
二
年
三
月

北
川
勝
彦
、
北
原�

聡
、
西
村
雄
志
、
熊
谷
幸
久
、
柏
原
宏
紀
編
『
概

説
世
界
経
済
史
　
改
訂
版
』
昭
和
堂
　
二
〇
二
二
年
四
月

小
酒
井
大
悟
監
修
『
江
戸
の
町
と
人
々
の
く
ら
し
　
江
戸
時
代
大
百
科���

二
』
ポ
プ
ラ
社
　
二
〇
二
二
年
四
月

小
酒
井
大
悟
監
修
『
江
戸
時
代
の
交
通
　
江
戸
時
代
大
百
科
　
三
』
ポ

プ
ラ
社
　
二
〇
二
二
年
四
月

斎
藤
浩
一
『
日
本
の
「
英
文
法
」
が
で
き
る
ま
で
』
研
究
社
　
二
〇
二

二
年
五
月

武
田
晴
人
『
事
件
か
ら
読
み
と
く
日
本
企
業
史
』
有
斐
閣
　
二
〇
二
二

年
五
月

三
重
宗
久
『
戦
前
日
本
の
自
動
車
レ
ー
ス
史
：
藤
本
軍
次
と
ス
ピ
ー
ド

に
魅
せ
ら
れ
た
男
た
ち
　
一
九
二
二
（
大
正
一
一
年
）
―
一
九
二
五

（
大
正
一
四
年
）』
三
樹
書
房
　
二
〇
二
二
年
五
月

久
保
文
克
『
戦
前
日
本
製
糖
業
の
史
的
研
究
』
文
眞
堂
　
二
〇
二
二
年
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七
月

高
槻
泰
郎
編
著
『
豪
商
の
金
融
史
：
廣
岡
家
文
書
か
ら
解
き
明
か
す
金

融
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
　
二
〇
二
二
年
七
月

T
akatsuki�Yasuo,�translated�by�Louisa�R

ubinfien,�T
he D

ojim
a 

rice exchange: from
 rice trading to index futures trading in 

E
do-period Japan,�Japan�Publishing�Industry�Foundation�for�

C
ulture�

（JPIC

）,�（1（（.（

寺
西
重
郎
『
日
本
資
本
主
義
経
済
史
：
文
化
と
制
度
』
勁
草
書
房
　
二

〇
二
二
年
八
月

新
鞍
拓
生
『
九
州
の
企
業
家
麻
生
太
吉
の
産
業
統
治
』
一
粒
書
房
　
二

〇
二
二
年
九
月

市
原
博
『
近
代
日
本
の
技
術
者
と
人
材
形
成
・
人
事
管
理
』
日
本
経
済

評
論
社
　
二
〇
二
二
年
一
〇
月

畑
尚
子
『
大
奥
御
用
商
人
と
そ
の
一
族
：
道
具
商
山
田
屋
の
家
伝
よ

り
』
岩
波
書
店
　
二
〇
二
二
年
一
〇
月

林
采
成
、
武
田
晴
人
編
『
企
業
類
型
と
産
業
育
成
：
東
ア
ジ
ア
の
高
成

長
史
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
　
二
〇
二
二
年
一
二
月

猿
島
弘
士
『
総
合
商
社
と
は
な
に
か
：
最
強
の
ビ
ジ
ネ
ス
創
造
企
業
』

平
凡
社
　
二
〇
二
二
年
一
二
月

〈
論
文�

近
世
〉

村
和
明
「
一
八
世
紀
の
三
井
に
お
け
る
印
判
：
個
人
と
印
判
の
分
離
を

中
心
に
」
日
本
歴
史
学
会
『
日
本
歴
史
』
八
八
四
号
　
二
〇
二
二
年

一
月

畑
尚
子
「
大
奥
女
中
の
上
京
と
三
井
越
後
屋
」
国
史
学
会
『
国
史
学
』

二
三
四
号
　
二
〇
二
二
年
二
月

飯
野
幸
江
「
寛
保
期
か
ら
安
永
持
分
け
直
前
ま
で
の
三
井
両
替
店
一
巻

の
財
務
数
値
」
嘉
悦
大
学
経
営
経
済
学
部
『
嘉
悦
大
学
研
究
論
集
』

六
四
巻
二
号
　
二
〇
二
二
年
三
月

倉
林
重
幸
「
近
世
後
期
大
坂
豪
商
・
廣
岡
九
右
衛
門
家
の
茶
の
湯
」
茶

の
湯
文
化
学
会
『
茶
の
湯
文
化
学
』
三
八
号
　
二
〇
二
二
年
九
月

村
和
明
「
豪
商
と
遊
郭
：
三
井
と
茶
屋
の
関
係
を
中
心
に
」
国
立
歴
史

民
俗
博
物
館
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
二
三
五
集
　
二

〇
二
二
年
九
月

平
山
育
男
「
近
世
か
ら
近
代
に
お
け
る
建
築
関
係
の
職
人
の
賃
金
に
つ

い
て
」
日
本
建
築
学
会
『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』
八
七
巻

八
〇
一
号
　
二
〇
二
二
年
一
一
月

〈
論
文�

近
代
〉

井
形
浩
治
「
三
井
財
閥
に
お
け
る
専
門
経
営
者
の
役
割
」
大
阪
経
大
学

会
『
大
阪
経
大
論
集
』
七
二
巻
五
号
　
二
〇
二
二
年
一
月

日
向
祥
子
「
財
閥
史
研
究
の
動
向
」
政
治
経
済
学
・
経
済
史
学
会
『
歴

史
と
経
済
』
二
五
四
号
　
二
〇
二
二
年
一
月

大
島
久
幸
、
上
原
克
仁
「
戦
後
三
菱
商
事
・
三
井
物
産
に
お
け
る
戦
前
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期
人
的
資
源
の
継
承
」
三
菱
史
料
館
『
三
菱
史
料
館
論
集
』
二
三
号���

二
〇
二
二
年
三
月

大
豆
生
田
稔
「
戦
時
に
お
け
る
北
米
・
豪
州
小
麦
輸
入
の
展
開
と
終

焉
：
一
九
三
七
年
―
四
一
年
の
三
井
物
産
を
中
心
に
」
東
洋
大
学
文

学
部
『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
　
史
学
科
篇
』
四
七
号
　
二
〇
二
二

年
三
月

岡
崎
哲
二
「
一
九
三
〇
年
代
日
本
の
石
炭
鉱
業
に
お
け
る
企
業
内
資
源

再
配
分
と
労
働
生
産
性
上
昇
：
三
菱
鉱
業
、
三
井
鉱
山
、
北
海
道
炭

砿
汽
船
の
比
較
分
析
」
三
菱
史
料
館
『
三
菱
史
料
館
論
集
』
二
三
号���

二
〇
二
二
年
三
月

北
澤
満
「
明
治
後
期
釧
路
地
方
に
お
け
る
石
炭
販
売
：
大
阪
鉱
業
株
式

会
社
を
事
例
と
し
て
」
九
州
大
学
経
済
学
会
『
経
済
学
研
究
』
八
八

巻
五
・
六
合
併
号
　
二
〇
二
二
年
三
月

金
進
基
「
板
垣
洋
行
問
題
に
関
す
る
三
井
の
関
与
」
国
学
院
大
学
史
学

大
学
院
会
『
史
学
研
究
集
録
』
四
六
号
　
二
〇
二
二
年
三
月

武
居
奈
緖
子
「
三
井
工
業
部
が
果
た
し
た
役
割
と
日
本
の
工
業
化
」
関

西
ベ
ン
チ
ャ
ー
学
会
『
関
西
ベ
ン
チ
ャ
ー
学
会
誌
』
一
四
巻
　
二
〇

二
二
年
三
月

土
井
徹
平
「
北
海
道
石
狩
炭
田
に
お
け
る
労
働
市
場
の
形
成
と
変
容
：

一
九
〇
〇
年
代
か
ら
一
九
一
〇
年
代
を
中
心
と
し
て
」
社
会
経
済
史

学
会
『
社
会
経
済
史
学
』
八
八
巻
一
号
　
二
〇
二
二
年
五
月

岡
田
直
矢
「
茶
人
、
数
寄
者
と
し
て
の
加
納
鉄
哉
と
近
代
数
寄
者
」
茶

の
湯
文
化
学
会
『
茶
の
湯
文
化
学
』
三
八
号
　
二
〇
二
二
年
九
月

平
井
岳
哉
「
三
井
物
産
の
再
合
同
過
程
に
お
け
る
ゼ
ネ
ラ
ル
物
産
と
東

京
食
品
の
不
参
加
に
つ
い
て
」
獨
協
大
学
経
済
学
部
『
獨
協
経
済
』

一
一
三
号
　
二
〇
二
二
年
九
月

海
上
英
治
「
第
一
次
世
界
大
戦
期
か
ら
一
九
二
〇
年
代
初
頭
の
商
社
の

リ
ス
ク
量
と
管
理
：
三
井
物
産
と
古
河
商
事
の
比
較
分
析
」
経
営
史

学
会
『
経
営
史
学
』
五
七
巻
三
号
　
二
〇
二
二
年
一
二
月

春
日
豊
「
第
一
次
大
戦
後
不
況
期
に
お
け
る
財
閥
傘
下
大
企
業
争
議
の

展
開
と
帰
結
―
「
全
三
池
争
議
」
分
析
―
（
上
）」『
三
井
文
庫
論

叢
』
五
六
号
　
二
〇
二
二
年
一
二
月

鈴
木
邦
夫
「
三
井
物
産
に
よ
る
海
外
綿
布
市
場
の
開
拓
と
織
機
メ
ー
カ

ー
・
織
布
工
場
」『
三
井
文
庫
論
叢
』
五
六
号
　
二
〇
二
二
年
一
二

月
武
田
晴
人
「
総
有
制
的
資
産
保
有
の
制
約
」『
三
井
文
庫
論
叢
』
五
六

号
　
二
〇
二
二
年
一
二
月

吉
田
ま
す
み
「
帝
国
日
本
の
終
戦
と
在
外
財
産
調
査
」『
三
井
文
庫
論

叢
』
五
六
号
　
二
〇
二
二
年
一
二
月

〈
そ
の
他
〉

茨
城
県
天
心
記
念
五
浦
美
術
館
編
『
再
興
院
展
の
立
役
者
齋
藤
隆
三
　

開
館
二
五
周
年
記
念
展
　
三
』
茨
城
県
天
心
記
念
五
浦
美
術
館
　
二

〇
二
二
年
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十
代
田
朗
監
修
『
近
代
別
荘
建
築
：
歴
史
を
繋
ぐ
建
物
と
そ
の
物
語
』

ト
ゥ
ー
ヴ
ァ
ー
ジ
ン
ズ
　
二
〇
二
二
年
一
月

山
陽
放
送
学
術
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
編
『
近
代
岡
山
　
殖
産
に

挑
ん
だ
人
々
　
二
』
山
陽
放
送
学
術
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
　

二
〇
二
二
年
二
月

新
建
築
社
編
『
三
井
物
産
ビ
ル
　M

itsui�&
�C

o.�B
uilding�:�O

tem
a-

chi�O
ne

』
三
井
物
産
　
二
〇
二
二
年
二
月

金
坂
清
則
「
高
福
と
高
棟
：
三
井
家
の
偉
人
が
創
っ
た
京
都
の
二
つ
の

別
邸
と
望
楼
を
め
ぐ
る
随
想
」
京
都
地
名
研
究
会
『
地
名
研
究
』
第

二
〇
号
　
二
〇
二
二
年
三
月

田
川
市
石
炭
・
歴
史
博
物
館
、
田
川
市
世
界
記
憶
遺
産
活
用
活
性
化
推

進
委
員
会
編
『
山
本
作
兵
衛
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
：
ユ
ネ
ス
コ
「
世
界
の

記
憶
」　
登
録
一
〇
周
年
記
念
誌
』
田
川
市
石
炭
・
歴
史
博
物
館
、

田
川
市
世
界
記
憶
遺
産
活
用
活
性
化
推
進
委
員
会
　
二
〇
二
二
年
三

月
河
野
元
昭
編
『
江
戸
絵
画
：
京
と
江
戸
の
美
』
思
文
閣
出
版
　
二
〇
二

二
年
七
月

山
陽
放
送
学
術
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
編
『
近
代
岡
山
　
殖
産
に

挑
ん
だ
人
々
　
三
』
山
陽
放
送
学
術
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
　

二
〇
二
二
年
七
月

村
田
政
也
（
一
二
代
目
七
右
衛
門
）
著
、
丸
山
学
執
筆
協
力
『
源
氏
一

〇
〇
〇
年
の
戦
乱
と
算
盤
と
慈
善
』
ブ
イ
ツ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
　

二
〇
二
二
年
七
月

関
口
か
を
り
ほ
か
編
集
・
企
画
『
水
辺
の
風
景
と
日
本
銀
行
：
日
本
橋

川
と
中
央
銀
行
誕
生
ま
で
の
あ
ゆ
み
　
に
ち
ぎ
ん
一
四
〇
周
年
企
画

展
』
日
本
銀
行
金
融
研
究
所
貨
幣
博
物
館
　
二
〇
二
二
年
九
月

水
沼
淑
子
「
北
三
井
家
大
磯
別
荘
城
山
荘
本
館
の
平
面
構
成
と
建
築
経

緯
」
日
本
建
築
学
会
『
日
本
建
築
学
会
大
会
学
術
講
演
梗
概
集
　

（
北
海
道
）
大
会
』　
二
〇
二
二
年
九
月

シ
ル
ク
博
物
館
編
『
横
浜
か
ら
世
界
へ
：
海
を
渡
っ
た
生
糸
　「
横

浜
・
生
糸
」
も
の
が
た
り
　
三
』
シ
ル
ク
博
物
館
　
二
〇
二
二
年
一

〇
月

笠
間
市
教
育
委
員
会
編
『
没
後
二
〇
〇
年
牧
野
貞
喜
展
：
苦
悩
す
る
名

君
そ
し
て
改
革
の
軌
跡
』
笠
間
市
教
育
委
員
会
　
二
〇
二
二
年
一
一

月
吉
川
容
・
大
島
久
幸
「
三
井
物
産
「
内
地
支
店
長
会
議
々
事
録
」（
明

治
三
三
年
）
第
五
回
・
第
六
回
・
第
七
回
・
第
八
回
並
び
に
解
題
」

『
三
井
文
庫
論
叢
』
五
六
号
　
二
〇
二
二
年
一
二
月

近
世
経
済
史
料
研
究
会
「
貞
享
五
年
・
伊
豆
蔵
五
兵
衛
『
店
法
度
・
作

法
幷
異
見
之
事
』
―
伊
勢
商
人
の
江
戸
店
の
店
則
―
」『
三
井
文
庫

論
叢
』
五
六
号
　
二
〇
二
二
年
一
二
月

下
向
井
紀
彦
「
三
井
文
庫
の
所
蔵
史
料
」
日
本
古
文
書
学
会
『
古
文
書

研
究
』
九
四
号
　
二
〇
二
二
年
一
二
月

日
本
保
健
医
療
社
会
福
祉
学
会
編
『
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
関
係
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資
料
集
成
　
第
一
巻
：
一
九
二
〇
年
〜
一
九
五
二
年
　
編
集
復
刻

版
』
六
花
出
版
　
二
〇
二
二
年
一
二
月

萬
代
悠
「『
大
津
代
官
公
事
出
入
取
計
留
』
の
翻
刻
と
解
説
」『
三
井
文

庫
論
叢
』
五
六
号
　
二
〇
二
二
年
一
二
月

〈
補
遺
〉

永
谷
健
『
富
豪
の
時
代
：
実
業
エ
リ
ー
ト
と
近
代
日
本
』
新
曜
社
　
二

〇
〇
七
年
一
〇
月

東
京
倶
楽
部
編
『
東
京
倶
楽
部
物
語
　
補
遺
Ⅱ
』
東
京
倶
楽
部
、
日
本

経
済
新
聞
出
版
社
　
二
〇
〇
八
年
二
月

永
田
博
夫
『
炭
鉱
の
河
：
人
生
は
泥
流
の
如
く
』
文
芸
社
　
二
〇
一
五

年
五
月

堀
雅
昭
著
、
中
村
忠
男
編
『
東
京
倶
楽
部
と
日
本
の
近
代
化
：
井
上
馨

を
軸
と
し
て
　
東
京
倶
楽
部
講
演
午
餐
会
　
講
演
録
』
東
京
倶
楽
部
、

二
〇
一
六
年
二
月

柴
田
善
雅
『
戦
後
復
興
期
貿
易
関
係
特
別
会
計
』
ゆ
ま
に
書
房
　
二
〇

二
〇
年
七
月

富
田
裕
子
、
Ｇ
・
ダ
ニ
エ
ル
ズ
編
『
国
際
的
視
野
か
ら
み
る
近
代
日
本

の
女
性
史
：
政
治
経
済
・
労
働
・
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
』
慶
應
義
塾

大
学
法
学
研
究
会
　
二
〇
二
〇
年
一
二
月

武
居
奈
緒
子
、
井
形
浩
治
『
三
越
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
ガ
バ
ナ
ン

ス
：
三
井
財
閥
と
三
越
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
』
五
絃
舎
　
二
〇
二

一
年
一
二
月


